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なかよしばたけのおじさん ありがとう  

 

 ようちえんにあるなかよしばたけに、イチゴのしろいはながさきました。  

ねんちょうさくらぐみのたっくんとだいちゃんは、なかよしばたけでだんご

むしさがしにむちゅうです。  

「あっ、しろいはながさいてるよ。」  

「ここにみどりいろのイチゴもあるぞ。」  

「みんなにだいはっけんってい  

 ってこよう。」  

「よし、きょうそうだ。」  

ふたりは、へやまではしって  

いきました。  

ふたりのはなしをきいた、さ  

くらぐみのこどもたちがなかよ  

しばたけにやってきました。  

「イチゴたべたいな。」  

「はやくあかくなればいいのに  

なぁ。」  

「このイチゴはせんせいがうえてくれたの？」  

「いいえ、じつはね、はたけのおじさんがうえてくれたのよ。」  

「はたけのおじさんってだれ？」  

「あっ、ぼくしってるよ。なかよしばたけのおじちゃんだよ。」  

「しってる、しってる。ちいさいトラックでようちえんにくるひとだね。」  

「そうなんだぁ。」  

さくらぐみのこどもたちは、それぞれにうなずいていました。  

それから、みんなはまいにちイチゴのようすをみまもったので、おおきくて

まっかなイチゴができました。そして、みんなでイチゴをいっぱいたべまし
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た。  

しばらくすると、なかよしばたけではタマネギやジャガイモがおおきくそ

だちました。  

「さあ、きょうはなかよしばたけのタマネギをひきましょう。」  

とせんせいがこえをかけました。  

「わあい。タマネギひきをするんだって。」  

「ぼく、いっぱいひこう。ちからもちだから。」  

「ちいさいぐみさんもさそいにい  

こう。」  

「みんなでちからをあわせてひい  

てきたら、ここにくくってかわ  

かすからね。」  

「はぁい。がんばるぞ。」  

わいわい、がやがやみんなでタマ  

ネギひきをして、おじさんがつく  

ってくれたほしばにかわかしまし  

た。  

「きょうもはたけのおじさん、こなかったね。」  

「こんなに、いっぱいとれたから、みせたかったのに。」  

「ありがとうっていいたかったよなぁ。」  

「そうだね。こんどこられたらわすれずにおれいをいおうね。」  

つぎのしゅうのジャガイモひきのひにも、やっぱりはたけのおじさんはこ

られませんでした。  

「はたけのおじさん、どうしたのかなぁ。」  

こどもたちがはたけのおじさんをしんぱいするようすをみていたせんせいは、

はたけのおじさんがこられないわけをいつはなそうかなあとかんがえていま

した。  
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へやにもどったこどもたちにせんせいは、はなしはじめました。  

「はたけのおじさんがこられないのを、みんながしんぱいしているからおは

なしします。じつはおじさんは、びょうきになられておうちでやすまれて

います。そのあいだはみんなではたけのせわをしてほしいそうです。」  

「えぇ！びょうきになったって？」  

「だいじょうぶかな？」  

「ぼくもびょうきのときはようちえんをやすんだもん。」  

「びょういんにはいったのかな？」  

「はたけのおじさんにタマネギもジャガイモもいっぱいとれたよってしらせ

よう。」  

「もうすぐカレーパーティーするから、げんきになってきてもらおう。」  

「うん、きてくださいっておてがみをかこう。」  

 

カレーパーティーのひ、げんきになったはたけのおじさんはにこにこえが

おでようちえんにきてくれました。こどもたちがやさいをきったり、つくえ

をじゅんびしたりしているすがたを、やさしくみまもってくれました。  

「さあ、みんなでカレー  

をいただきましょう。」  

「わぁい。うれしいな。  

いただきまぁす。」  

おじさんといっしょの  

テーブルにすわったたっ  

くんやだいちゃんは、は  

たけのおじさんとたくさ  

んはなしをしました。  

「ぼく、きらいなタマネギがたべられるようになったよ。」  

「ほう。よかったなぁ。」  
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「ようちえんのやさいはおいしいもんな。」  

「そうかい。いっぱいたべるんだよ。」  

「うん、おじさん。ありがとう。」  

「いやいや。みんながよろこんでくれたらおじさんもうれしいんだよ。」  

みんなからおじさんに、イチゴややさいのおれいをいいました。  

 

それからも、おじさんはなかよしばたけにきて、キュウリやトマトのせわ

をしてくれました。  

それをみていたりゅうくんは、いっしょにてつだいたいといいました。  

「ぼくがこのぼうをもってるからね。」  

「よしよし、しっかりもってるんだぞ。」  

「うん、ぼくもおてつだいできるよ。」  

「そうだね。えらいぞ。」  

りゅうくんとおじさんは、あせをかきながらにこにことやさいのたなづく

りをしました。  

「ぼく、キュウリができたら、いちばんにとるんだ。」  

「キュウリがすきなのかい？」  

「うん。だいすきだよ。」  

「みんなでなかよく、たべるんだよ。」  

おじさんはにこにこわらって、りゅうくんのあたまをなでてくれました。 

 

いまでも、おじさんはあさはやくようちえんにきて、やさいのせわをして

います。こどもたちがわらってげんきにあそんでいるすがたをみるのがうれ

しいからです。みちでであうと、  

「なかよしばたけのおじさんだ。」  

とこえをかけてくれるようちえんのこどもたちがだいすきだからです。 


